




























































































































































































































































































5 プログラミングができないと劣等感を感じる 8　17　48　30 3．0 0．88
6 数学的考え方がすきである 21　42　27　13 2．3 0．94
7 プログラムを作り終えるとやり遂げたとい
う充実感がある 3　9　38　53 3．4 0．76





























19 プログラミング演習はむずかしい 0　5　32　66 3．6 0．58
20 プログラミング演習は必要である 1　6　40　56 3．5 0．65
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流れ図テストによるプログラミング学習でのつまずきの分析
十低得点グループ　ーロー高得点グループ
4．0
平　3．O一
均
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1．0－
　1234567891011121314151617181920
　　　　　　　　　　質問項目番号
図4高・低得点グループによるプログラミング意識の比較
11例題が理解できても，課題のプログラムは作れない
が高くなっていて，項目6および項目14については5％水準で有意差が認
められた。
上記以外の項目にっいては，どちらのグループも値にほとんど差がない。
VI．結 論
本研究では，プログラミング基礎演習の授業開始時に流れ図テストとプロ
グラミング意識調査を行ない，それらをもとに抽象化プロセス段階でのっま
ずきに関わる要因を分析した。
　その結果，っまずく箇所として，
　①　与えられた問題の要求内容を理解できない
　②　問題の解決手順を論理的に構成していくことができない
が抽出され，その要因として問題理解力，論理的思考力，応用力の不足が得
られた。抽象化プロセスでっまずいた学生は，それらの力不足のために段階
的に考えることや数学的考え方に対して嫌悪感を持っており，問題への取組
み意欲も減少し，問題の要求内容を理解できないことにっながっている，と
考えられる。
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V皿．おわりに
　プログラミング学習における抽象化プロセスでのっまずきに関わる要因と
して抽出された問題理解力，論理的思考力，応用力，集中力はプログラミン
グ学習に限定したものではなく，一般的な問題解決においても必要な能力で
ある。特に，「考える力をっける」ことは情報社会においては重要である。
自分の考え方や価値観が明確になっていないと，情報の選択，判断がむずか
しくなり，したがって情報を発信することもむずかしくなる。
　抽象化プロセス段階にっまずきがある学生も「プログラミングはむずかし
い」と思いながらも，「プログラムを完成させたときの充実感を感じ」，「プ
ログラムを自由に作れるようになりたい」と思っている。これらの学生に対
しては，　問題解決の方法や手順などを示しながら，段階的に問題理解の過
程をくり返すことによって，問題解決能力を高めていくことが必要である。
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An　Analysis　of　Tripping　in　Programming
　　　　　Learning　by　Flow－chart　Tests
Shigeko　Nakao
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　discuss　the　factors　which　cause　trip－
ping　in　Programming　learning．　In　order　to　analyze　the　factors　the
author　examined　the　students　in　my　class　on　their　ability　of　understan．d－
ing　by　a　flow　chart　and　investigated　how　they　feel　about　programming
by　the　questionnaires．
　　　The　result　shows　that　the　students　who　trip　in　the　process　of　pro－
gramming　could　not　understand　what　is　demanded　in　the　problem　and
not　construct　a　logical　procedure　of　solving　the　problem．　The　author
points　out　that　these　students　do　not　have　enough　general　abilities　of
understanding，　logical　thinking　and　application．　In　order　to　improve
the　ability　of　solving　problems，　these　students　should　repeat　the　process
of　understanding　the　problems　step　by　step　and　we　should　support　them
in　the　process．
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